








































































































































3月13日（火） 事前学習レポート提出メ切 ~ 3月19日（月） 事前学習発表会
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表2 学習班別人数内訳
＼ 学習テー マ 中学1年 中学2年 中学3年男 女 男 女 男
復興計画 1 1 2 
ボランティア 1 1 2 
ジャーナリズム 1 1 1 















男 女 男 女 男 女 計
1 1 3 3 6 
1 1 5 1 6 
1 1 1 2 4 6 
2 2 7 7 





































































































10 : 0 石巻災害復興支援協議会着 ！ 語り部さんのお話，市内巡回
I 
---------------------------------------------------------------------------------------
3/25 (日） 12: 30 石巻市立住吉中学校着 合同演奏，交流会，「絆」合唱---------------------------------------------------------------------------------------
18: 00 追分温泉（宿泊地）着---------------------------------------------------------------------------------------
19: 30 ミーティング 学習班別の反省会，各班の発表
9: 00 公民館着 石巻日日新聞社・報道部長のお話---------------------------------------------------------------------------------------
10: 30 石巻市役所着 復興政策課・担当職員のお話
3/26 (月） 10: 35 臨床心理士のお話
からころステーション着
（二班に分かれて）
⑬: ~Q:::::::: ―＿ー―-石巻棗 ―ー::r::::::::::::::::::::::























































































































































































じゃなくて，はじめて 3.11のほんの一部でも知れたと思います。 （高校1年生， K.F)
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テレビで見たことがあったけど，ガレキを実際に見たら生々しくて，最近受け入れするとかしない
とか市町村で話題になっているけど，つくばはどうなっているのか知らないので，調べてもしもして
いないようであればしたいなと思いました。 （高校2年生 R.T)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
石巻とかの地域は以前から地震の多いところで，津波の被害も受けたことがあると聞いて，教訓を
得ていたはずなのに，何十年何百年と経るとだんだんと忘れられてしまって，また同じことを繰り返
してしまったことが悔しくて，守れた命を多く失ってしまったのは残念だと思いました。今回話を聞
いた方々の多くが言っていた，人から人へ語り継いでいくことが大切だということは本当にそうだな
と実感して，私もこの経験を生かして周りの人に伝えていきたいと思いました。 （高校2年生， N.T)
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
自分たちは現地で大きな影響を与えられるのではないかとか，霙災の復興のために何かして来られ
るのではと思っていました。でもいざ実際に石巻に足を踏み入れてみたら，あまりに爪痕が生々しく
残っていて言葉が出ませんでした。特に住吉中の生徒の方とスプリングコンサートの後にお話をした
時の光景には胸が締め付けられました。私たちは当たり前のように今までの生活ができる状態なのに，
1年経ってもそれが当たり前でない子がいるというその現状にとても衝撃を受けました。住吉中のみ
なさんの本音や現状を自分たちの周りの人たちにもっと知ってもらいたいと強く思いました。
4. おわりに
生徒たちの感想や様子などから，今回のプロ
ジェクトで生徒たちにどのような変化が見られ
たかをまとめてみたい。
・東日本大震災の被害や被災地の現状について
マスコミを通じて「分かったつもり」になっ
ていたが，それはほんの一部でしかなく，実
際に現地を訪問して， 自分の目で見たり匝接
話しを聞かなければ分からないことがたくさ
んあることに気づくことができた。
•津波で大きな被害を受けた地域に実際に立っ
てみることで，それまでそこで生活していた
方々の暮らしや津波被害の深刻さについて，
各々が想像力を働かせることができた。
• 石巻の方々の「被災地を忘れないでほしい」
という思いを受け，今回の訪問で学んできた
ことを帰ってきてから周りの人々に伝える使
命感を持つようになった。
．がれきの処理問題など被災地が抱える問題に
ついて，他人事ではなく，より主体的に考え
ようとするようになった。
• 本校生が住吉中にただティンパニを寄贈する
（高校2年生， H.S)
という支援ではなく，住吉中の生徒たちと向
かい合って直接話しを聞かせてもらうこと
で，本校生も住吉中生から何がしかを「得
た」という感覚を持った。おそらく今後，本
校生が被災地の報道に触れたとき，それはど
こか抽象的でまったく関係のない世界での出
来事ではなく，住吉中の生徒たちの顔や姿を
思い浮かべるかもしれない。
2000年代以降の新自由主義的な「自己責任」
論のもと，政治の不作為や社会構造上の不備を個
人に押し付ける風潮が強まってきた。経済的な格
差が広がり，「勝ち組」と「負け組」に象徴され
るように社会を二分化するような言説が作り出さ
れてきた。それに対して，おそらく今回の東日
本大震災を契機に生まれてきた思想は，それとは
まったく異なるものであろう。震災以降「絆」と
いう言葉が溢れ，私も家族や友人とのつながりの
重要性を再認識させられた一人であるが，そのよ
うなワンフレーズにとどまらない社会思想史的な
転換につながる可能性を感じる。
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すなわち同情でもなく，他人事でもなく，「も
し自分が被災した側の立場だったら…」と想像
力を働かせること。特に今回の東日本大震災のよ
うな場合， 自分もいつ被災者の立場になるか分
からない。そして， 自然災害の被災者を社会全
体で支え合うことに同意すること，である。そ
れを誰か人任せにするのではなく，社会を構成
しより良き市民を育成する場である学校が，可
能な範囲で取り組んでいくことが求められるの
ではないだろうか。
本プロジェクトは，今後も複数年度にわたっ
て継続実施していく予定である。被災地の復興
に向けて，子どもたちが被災地を「学ぶこと」
それ自体が意義のあることだと考えるが，ただ
学んで終わるのではなく，訪問したときにボラ
ンティアを含め何ができるのかを考えて行動す
ることや，訪問後に報告会を実施して終わるの
ではなく， 日常的にできることが何かを考えて
実行していくことなどが今後の課題である。
最後になりましたが本プロジェクトにご協
力頂いた多くの方々に感謝申し上げます。
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